
 



 



 

1 消防団の任務、身分、服務、権限について

(１)

(２)

(３)

　　(1)　住民に対し常に水火災の予防及び警戒心の喚起に努め、災害に際しては、身を挺し
         てこれに当たる心構えを持たなければならない。

　　(6)　団員は、団又は団員の名義をもって選挙運動に関与し、特定の政党、結社若しくは
         政治団体を支持し、反対し、若しくはこれに加担し、又は他人の訴訟若しくは紛議
         に関与してはならない。

－１－

・第9条　団員は、団長の招集によって出動し、服務するものとする。

　　　2　招集を受けない場合にあっても災害（水火災又は地震等の災害をいう。以下同じ）
　　　　 の発生を知ったときは、あらかじめ指定するところに従い、直ちに出動し、服務
　　　　 しなければならない。

・第10条 団員は、あらかじめ定められた権限を有する消防機関以外の他の行政機関の命令に
         服してはならない。

消防団の任務

　消防団の任務とは国民を災害から守る事であり、「消防組織法」第1条において「国
民の生命、身体及び財産を火災から保護するとともに、水火災又は地震等の災害を防除
し、及びこれらの災害による被害を軽減する事を以て、その任務とする。」とされてお
ります。

　平成25年12月には「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」が制定
され、「将来にわたり地域防災力の中核として欠くことのできない代替性のない存在」
と規定され、今後益々の活躍を期待されております。

消防団員の身分

　消防団員は、それぞれ職業を持つ傍ら、災害時等に消防団員として活動する地方公務
員法及び消防組織法に規定された、非常勤特別職の地方公務員です。(地方公務員法第3
条第3項)

消防団員の服務（八雲町消防団条例抜粋）

　　(2)　規律を厳守して上長の指揮命令のもと事に当たらなければならない。

　　(3)　上下同僚の間互いに相敬愛し、礼節を重んじ、信義を厚くして常に言行を慎しまな
         ければならない。

　　(4)　職務に関し、私の金品の寄贈又は饗応接待を受け、又はこれを請求するなどのこと
         があってはならない。

　　(5)　職務上知得した秘密を他に漏らしてはならない。

・第11条 団員であって10日以上居住地を離れる場合は、団長にあっては消防長に、その他の
         者にあっては、団長に届け出なければならない。ただし、特別な事情がない限り、
         団員の半数以上が同時に居住地を離れることはできない。

・第12条 団員は、次の事項を遵守しなければならない。

【参考】

消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律については

日本消防協会作成の解説パンフレットを参照下さい。

http://www.nissho.or.jp/contents/static/img/panf_chiikibousairyoku.pdf



 



 



 

(２)　分団の名称及び管轄区域について

→ 八雲市街地等

→ 〃

→ 〃

→ 黒　　　岩

→ 浜松・山越

→ 野　田　生

→ 山　　　崎

→ 落　　　部

→ 栄　　　浜

→ 東　　　野

　※火災時の出動分団については、基本的に火災が発生している場所の分団と隣接する分団

　　です。待機分団については火災出動計画を参照してください。

(３)　災害発生時のメール配信について

　　・災害が発生した時は消防本部から各個人にメールが配信されます。内容は『災害の種別

　　　（火災や河川の氾濫等）』・『災害の発生した場所』・『出動する分団名』・『格納所

　　　に待機する分団名』です。メールの内容に従い、出動もしくは待機をしてください。又、

　　　鎮火の際にもメールを配信します。

　　　

第五分団

第六分団

第七分団

第八分団

-４-

第四分団

東 分 団

西 分 団

第一分団

第二分団

第三分団

管 轄 区 域

　　　　　　

・ ２ 分 団 車 ･ ５ 分 団 車 ･ 東 タ ン ク 車 ･ ３ 分 団 車 ･ ４ 分 団 車 ･ ８ 分 団 車 ・ ６ 分 団 車 ･ ７ 分 団 車

･ ５ 分 団 車 ･ ２ 分 団 車 ･ 西 ポ ン プ 車 ･ ４ 分 団 車 ･ ３ 分 団 車 ･ ４ 分 団 車 ・ ７ 分 団 車 ・ ６ 分 団 車

･ 第 １ ポ ン プ 車 ･ 第 １ ポ ン プ 車 ･ 第 １ ポ ン プ 車 ･ 東 タ ン ク 車 ･ ８ 分 団 車 ･ ６ 分 団 車 ・ ８ 分 団 車 ･ ８ 分 団 車

･ 東 タ ン ク 車 ･ 西 ポ ン プ 車 ･ 西 ポ ン プ 車 ・ ４ 分 団 車

西 分 団 東 分 団 第 一 分 団 第 一 分 団 第 一 分 団 東 分 団 西 分 団

第 六 分 団
待機分団・ 車両

東　　分　　団

西　　分　　団

第　一　分　団

野 火 / 車 両 火 災

(※出動分団は備考参照)

出 動 分 団 車 両

【 八 雲 消 防 団 】 【 熊 石 消 防 団 】

建 物 / 山 林 火 災

（全 分 団 車 両）

 ・落部タンク車

 ・水槽車

 ・救急車

消 防 署 落部タンク車

【 熊 石 消 防 署 】

熊石ﾀﾝｸ車・熊石水槽車

熊石指揮車 ※増隊等の場合はタンク車

消 防 本 部 タンク車　・　水槽車　

【 消 防 本 部 】

タンク車
 ･タンク車

 ･水槽車

 ・救急車

高 速 自 動 車 国 道

黒　岩 山　崎 八　雲 山　越

(八雲) ( 森 )

⇔　　　  →

【落部ＩＣ】

(下り)    (上り)

野田生 東　野 落　部 栄　浜 全　区　域

(国縫) (落部)

 ←　　　　→

【八雲ＩＣ】

(下り)    (上り)

火 災 発 生 地 域

【R６年２月　改正】

別表第１（第17条関係）

八 雲 区 域 熊 石 区 域

◆火　災　出　動　計　画（第１種出動）◆



 



 

 

 

3 消防団員の処遇

（１）消防団員報酬等

①消防団員年報酬

消防団員には、階級に応じ下記の報酬が支給されます。

②消防団員出動報酬

消防団員には、災害出動（火災・水害等）災害出動以外の業務（訓練・火災待機・水利整備

・定期点検）において下記の報酬が支給されます。

（２）消防団員の表彰

消防団員には、労苦に感謝し功労を報いる意味で、国や自治体、日本消防協会などでは各種

の表彰を行っています。

①国表彰

・叙勲

　（春秋叙勲、高齢者叙勲、死亡叙勲）

・消防庁長官表彰

②日本消防協会表彰

・特別功労章、功労章、功績章、精績章、勤続章

③その他

・北海道知事表彰

・北海道消防協会表彰

・北海道消防協会渡島地方支部表彰

・八雲町長感謝状

-６-

37,000円

災害出動以外の業務

金額

１日　8,000円

１日　4,000円

36,500円

50,000円

区分

災 害 出 動

分 団 長

副 分 団 長

60,000円 団 員

年 報 酬 額

団 長 100,000円 部 長 40,000円

③支給方法について

副 団 長

階 級 年 報 酬 額 階 級

70,000円 班 長

①の年報酬は年１回、②の出動報酬は年２回に分け個人口座に振り込みします。



 

（３）公務災害補償

消防団員が公務上の災害を受けた場合に、被災した消防団員又はその遺族に対しその災害に

よって生じた損害を補償し、被災した消防団員の社会復帰の促進、遺族の救援等を図るもの

です。

なお、この場合の「公務上の災害」とは、消防団員が消火や訓練等の消防団員活動などで被

った負傷・疾病・障害・死亡の身体的損害をいいます。

①損害補償の種類

１、療養補償 ２、休業補償 ３、傷病補償年金 ４、障害補償

５、介護補償 ６、遺族補償 ７、葬祭補償

②福祉事業の種類

１、外科後処置 ２、補装具 ３、リハビリテーション ４、アフターケア

５、休業援護金 ６、在宅介護を行う介護人の派遣に関する事業

７、奨学援護金 ８、就労保育援護金 ９、傷病特別支給金等

１０、障害特別給付金等 １１、遺族特別給付金等

（４）自動車等損害見舞金

消防団員の災害活動において、消防団員が使用した自家用車に損害が発生した場合に、損害

に対して見舞金を給付し、消防団員の経済的負担を軽減することにより消防団員の活動環境

の整備等を図るものです。

（５）退職報償金

退職報償金は、消防団員として５年以上勤務して退職した者に、その者の階級及び勤務年数

に応じて支給するものです。

（単位：千円）

-７-

689

204 283 358 438 564 734

200 264 334 409 519

809

219 318 413 513 659 849

214 303 388 478 624

部長及び班長

団員

239 344 459

副分団長

勤務年数

階級

団長

副団長

分団長

２５年
以上

３０年
未満

３０年
以上

３５年
未満

594

229 329 429 534

789

834

909

949

1,009

1,079

３５年
以上

779 979

709 909

５年
以上

１０年
未満

１０年
以上

１５年
未満

１５年
以上

２０年
未満

２０年
以上

２５年
未満



 



 



 

 

・活動服

・制帽(黒) ・ネクタイ(ｵﾚﾝｼﾞ) ・制帽(紺) 　・ネクタイ(ｵﾚﾝｼﾞ) ・アポロキャップ ・ベルト(ｵﾚﾝｼﾞ)

・制服上衣(黒) ・ベルト(黒) ・制服上衣(水色) ・ベルト(紺) ・活動服(上衣) ・階級章

・制服下衣(黒) ・階級章 ・制服下衣(紺) ・階級章 ・活動服(下衣)

　　火災出動時に着用 　　風水害出動時に着用

・防火ヘルメット

・防火衣(上衣)

・防火長靴

・ケブラー手袋

・ベルト(紺)

※写真(右)は火災に

　よる熱や、濃煙から

　顔を守る為にヘルメ

　ットのシールドとし

　ころを閉じた状態の

・雨衣(上)

・雨衣(下)

出初式、行事等で着用 訓練大会、行事等で着用

安全管理の観点から装備品は如何なる場合においても正しく着装するようお願いします。

-１０-

　もの

・制服

・雨衣

４　貸与品について

　　消防団員に貸与される被服を紹介します。　

・防火衣

・夏制服

出動時、訓練、作業等で着用

    　  防寒衣



 

 

消防団の主な行事を紹介します。　 ※開催月は予定です。

１月 『出初式』

　　起源は江戸時代の火消しによる出初（でぞめ）と言われており、八雲町では町長による団員の

　査閲、功労者に対して表彰を行い、新春の門出を祝うとともに、新春に向け防災への決意を新た

　にする行事です。

　６月 『八雲町消防総合訓練大会』

　　団体行動の統率を図る小隊訓練、消防技術の錬磨を図る操法訓練を実施し、消防技術・資質の

　向上、士気の高揚を目指すとともに、各関係機関や町民への訓練成果を披露する場でもあります。

　７月　 『渡島地方消防総合訓練大会』

　　渡島地区の１１市町村の消防団が集結し、訓練の成果を披露する大会です。

　　小隊訓練と小型ポンプ操法の２種目があり、八雲消防団より１隊、熊石消防団より１隊、いず

　れかの種目に出場しています。

その他の行事について

『火災予防運動（春・秋）』

　　火災予防運動は、全国で行われる火災予防啓発運動です。

　　春季と秋季の２季(4月20日~30日/10月15日~31日)で行われ、街頭ＰＲや消防車両でのＰＲを

　行います。

『北海道消防操法訓練大会』

　　７月中旬に全道各地の代表が集結し、江別市の北海道消防学校で開催されます。

　　

　

５　八雲町消防団行事について

-１１-



 

 



 

 

 

 

 

 

　

　消防団への入団について

　　消防団員になるまでの流れ

　　１．志願書の提出

　　　　　まずは消防本部まで連絡を下さい。消防本部で志願書をお渡ししますので必要事項を記入し提出

　　　　して下さい。（ ☎ 0137-63-2686 ）

　　２．健康診断書の提出

　　　　　八雲総合病院にて健康診断を受けていただき健康状態の確認をします。

　　　　　※料金については公費(消防側の負担)となります。

　　　　既に職場等において健康診断を既に受けており、検査項目が合致している場合は、受診後６ヶ月以

　　　　内であれば代用可能ですので、コピーを提出していただきます。

　　３．消防団員手当振込口座及び控除申出書等の提出

　　　　　本人名義の口座を指定し消防団員報酬及び費用弁償の振込申出書を提出していただきます、同時

　　　　に消防団員報酬より控除する申出書を委任状についても合せて提出していただきます。

　　４．自家用車任意保険証（写）の提出

　　　　　保険証（写）を提出していただきます。

　　５．被服合わせ

　　　　　貸与される被服のサイズ合わせを行います。（１０Ｐ参照）

　　６．団員証の作成

　　　　　貸与された制服を着用して写真撮影を行い、団員証を発行します。

　　７．辞令交付

　　　　　消防団長より辞令が交付され、その時より消防団員の一員となります。

　

  　　配属される分団は、ご自身の居住区を管轄する分団に入団することが望ましいですが、非常時の招集

　　や、日常の分団行事の参加に支障がない範囲であれば、希望の分団を伺います。

-１３-



 
－１４－



 

 

－１５－
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